
約
八
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
二
○
○
七
年

九
月
三
日
に
チ
リ
と
日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
が
発
効
し
た
。
日
智
修
好
一
一
○
年
式

典
と
期
を
一
に
し
て
開
催
さ
れ
た
発
効
式
典
に
は
、

バ
チ
ェ
レ
大
統
領
も
来
日
し
、
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
た
。
こ
の
時
、
大
統
領
と
共
に
約
一
○
○
名
の

チ
リ
企
業
家
も
来
日
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
チ

リ
企
業
家
の
業
界
団
体
で
あ
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
製
造
通

商
連
合
会
）
の
オ
バ
ー
ジ
ェ
（A

lfredo O
valle

）

代
表
は
、
大
統
領
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
姿
が

度
々
チ
リ
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
。

対
外
貿
易
交
渉
は
通
常
政
府
間
の
交
渉
と
な
る

が
、
こ
れ
に
業
界
団
体
が
深
く
関
与
し
て
い
る
の

が
、
チ
リ
や
メ
キ
シ
コ
（
本
特
集
の
「
メ
キ
シ

の
「
メ
キ
シ

「
メ
キ
シ

コ
」
参
照
）
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
は
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
中
で
い
ち
早
く
対
外
開
放

政
策
を
す
す
め
Ｆ
Ｔ
Ａ
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
が
、

そ
の
交
渉
ス
タ
イ
ル
は
数
多
く
の
二
国
間
経
済
交

渉
の
積
み
重
ね
で
確
立
し
て
き
た
と
い
え
る
。
本

稿
で
は
、
日
智
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
軸
に
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交

渉
に
お
け
る
業
界
団
体
の
関
与
に
つ
い
て
、
チ
リ

の
対
外
政
策
の
交
渉
戦
術
と
の
関
連
で
分
析
を
行

う
。

●
日
本
チ
リ
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
過
程

チ
リ
は
既
に
四
○
カ
国
以
上
の
国
々
と
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
締
結
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
先
進
国
で
あ
る
。
一
九
八
○

年
代
末
に
先
進
国
の
保
護
主
義
が
強
ま
っ
た
こ
と

を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
重
視
し
て
い
た
多
国
間

（
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
）
主
義
に
代
わ
っ
て
、
二
国

間
（
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
）
主
義
へ
と
転
換
し
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
手
始
め
に
積
極
的
に
二
国
間

貿
易
協
定
を
締
結
し
て
き
た
（
参
考
文
献
①
）。

二
○
○
○
年
台
に
入
る
と
、
Ｅ
Ｕ
や
米
国
と
い
っ

た
域
外
の
貿
易
大
国
と
も
包
括
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締

結
し
、
ま
た
韓
国
、
中
国
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
協
定
も
矢
継
ぎ
早
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

日
本
は
こ
れ
に
対
し
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る

が
、
二
国
間
協
定
に
向
け
て
の
動
き
の
開
始
自
体

は
一
九
九
九
年
と
比
較
的
早
か
っ
た
。
両
国
の
交

渉
は
、
一
九
九
九
年
一
一
月
に
チ
リ
の
バ
ル
デ
ス

外
相
が
来
日
し
た
時
に
、
日
本
貿
易
振
興
会
（
現

日
本
貿
易
振
興
機
構
＝
ジ
ェ
ト
ロ
）
に
共
同
研
究

の
実
施
に
つ
い
て
の
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
発

端
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
二
○
○
○
年
二
月
チ

リ
外
務
省
の
ハ
ラ
国
際
経
済
関
係
次
官
（
当
時
）

か
ら
の
申
し
入
れ
を
受
け
て
、
五
月
に
ジ
ェ
ト
ロ

内
に
日
智
自
由
貿
易
協
定
研
究
会
が
発
足
し
、
チ

リ
側
で
は
国
際
経
済
関
係
総
局
（
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
）
が
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
両
研
究
会
は
並
行

し
て
会
議
を
重
ね
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
こ
の
報

告
書
で
、
二
国
間
の
経
済
関
係
強
化
の
た
め
に
包

括
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
早
期
に
締
結
す
る
こ
と
を
提
言

し
て
い
る
。

こ
の
後
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
と
し
て
提
示
さ

れ
た
農
林
水
産
品
に
関
し
て
日
本
国
内
で
の
意
見

調
整
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
一
方
で
、
経
団
連
を
中

は
大
幅
に
遅
れ
た
。
一
方
で
、
経
団
連
を
中

大
幅
に
遅
れ
た
。
一
方
で
、
経
団
連
を
中

心
と
し
て
日
本
の
産
業
界
か
ら
は
、
早
期
の
日
智

Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
の
要
望
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

チ
リ
が
既
に
主
要
先
進
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
、

さ
ら
に
は
韓
国
、
中
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
が
現
実

の
も
の
と
な
る
な
か
で
、
日
本
か
ら
の
輸
出
品
が

チ
リ
市
場
で
不
利
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
の
も

の
で
あ
っ
た
。
不
利
対
象
品
目
と
し
て
は
、
自
動

車
、
自
動
車
部
品
、
タ
イ
ヤ
、
建
築
・
工
業
用
機

械
と
い
っ
た
工
業
製
品
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現

地
の
日
本
企
業
は
、
二
重
課
税
被
害
と
あ
わ
せ
て

約
三
九
○
○
万
ド
ル
の
被
害
が
あ
っ
た
と
申
告
し

て
い
る
（
日
智
商
工
会
議
所
二
○
○
四
年
調
べ
）。

こ
れ
を
う
け
て
二
○
○
四
年
一
一
月
二
二
日
に

二
○
○
四
年
一
一
月
二
二
日
に

小
泉
首
相
と
ラ
ゴ
ス
大
統
領
は
、
両
国
の
産
学
官

チ
リ
─
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
過
程
と
業
界
団
体

特集／発展途上国の FTA

北
野
浩
一

アジ研ワールド・トレンド No.147（2007．12）─ 26



に
よ
る
「
共
同
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で

合
意
し
た
。
報
告
書
は
二
○
○
五
年
一
一
月
に
ま

と
め
ら
れ
、
市
場
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
原

産
地
規
則
・
関
税
手
続
、
貿
易
救
済
措
置
、
投
資
、

サ
ー
ビ
ス
、
政
府
調
達
、
知
的
財
産
、
人
の
移
動
、

競
争
政
策
、
貿
易
の
技
術
的
障
害
、
紛
争
の
回
避

及
び
処
理
、
法
律
事
項
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
と

い
っ
た
包
括
的
な
テ
ー
マ
で
検
討
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
両
国
間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が

緊
密
な
経
済
関
係
を
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
一
層

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
と
結
論
づ
け
、
二

国
間
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
開
始
を
提
言
し
て
い
る
。

二
国
間
交
渉
は
、
国
際
貿
易
・
経
済
担
当
大
使

ほ
か
日
本
の
関
係
省
庁
の
代
表
と
、
チ
リ
側
か
ら

外
務
副
大
臣
（
国
際
経
済
関
係
担
当
）
を
は
じ
め

関
係
省
庁
の
代
表
に
よ
り
、
東
京
と
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
に
お
い
て
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○

七
年
三
月
二
七
日
署
名
さ
れ
た
日
智
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
協

定
文
書
で
は
、
日
本
か
ら
チ
リ
へ
の
自
動
車
・
一

般
機
械
、
電
気
電
子
製
品
な
ど
鉱
工
業
製
品
の
即

時
関
税
撤
廃
が
決
ま
り
、
協
定
発
効
と
と
も
に
、

輸
出
額
の
九
九
・
八
％
が
無
税
と
な
る
。
一
方
、

チ
リ
か
ら
日
本
へ
の
輸
出
は
、
精
製
銅
が
一
○
年

間
で
の
段
階
的
関
税
撤
廃
と
な
り
、
農
林
水
産
品

で
も
サ
ケ
・
マ
ス
が
一
○
年
、
ワ
イ
ン
（
ボ
ト

ル
）
が
一
二
年
の
段
階
的
関
税
撤
廃
、
牛
肉
・
豚

肉
・
鶏
肉
は
関
税
割
当
が
設
定
さ
れ
、
無
税
と
な

る
の
は
九
○
・
五
％
に
と
ど
ま
る
。

●
交
渉
戦
術

日
智
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
チ

リ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
大
統
領
や
有
力
政
治
家
に
よ
る
外

交
上
の
合
意
と
い
う
形
で
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
後
、
産
学
官
の
共
同
研
究
会
に
よ
り
物

品
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
、
投
資
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
分

野
に
つ
い
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
効
果
分
析
が
な
さ
れ
る
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
外
務
省
の
対
外
貿
易
交
渉

担
当
機
関
で
あ
る
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
が
主
体
と
な

り
、
外
国
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
交
渉
を
行
う
。

チ
リ
の
交
渉
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
や
大
蔵
省
、
経
済
省
、
農
業
省
と
い
っ
た

関
係
省
庁
の
担
当
者
と
共
に
、
業
界
団
体
の
代
表

が
随
行
し
て
、
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
逐
次
報
告
を
受

け
、
関
係
分
野
に
お
け
る
交
渉
材
料
を
提
供
す
る

と
同
時
に
業
界
の
調
整
を
は
か
る
、
と
い
う
体
制

を
と
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
公
式
会
合
の
間
に
、
本
国
に
お
い
て
は
交

渉
委
員
会
で
関
係
省
庁
に
よ
る
交
渉
の
進
捗
状
況

の
分
析
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
国
際
通
商
交
渉
関
係

省
庁
委
員
会
で
、
全
省
庁
間
の
調
整
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
業
界
団
体
を
中
心
と
し

た
民
間
団
体
に
対
し
て
は
、
民
間
部
門
参
加
委
員

会
を
通
じ
て
情
報
の
共
有
と
意
見
交
換
が
な
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
国
際
的
な
政
党
関
係
を
通
じ
た
調

整
や
、
商
工
会
議
所
を
通
じ
た
両
国
の
業
界
団
体

ど
う
し
の
会
合
も
も
た
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
労
働

も
も
た
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
労
働
労
働

組
合
や
環
境
団
体
と
い
っ
た
民
間
団
体
も
相
手
国

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
接
触
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
過

程
に
影
響
を
与
え
て
い
る
（
図
１
）。

協
定
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
ど
れ
だ
け
相
手

国
か
ら
市
場
ア
ク
セ
ス
を
引
き
出
せ
る
か
が
鍵
と

な
る
。
チ
リ
は
銅
や
伝
統
的
一
次
産
品
の
輸
出
に
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依
存
し
た
経
済
発
展
の
構
造
を
転
換
す
る
た
め
に
、

「
第
二
段
階
の
輸
出
戦
略
」
を
政
策
目
標
に
掲
げ

て
お
り
、
新
た
な
一
次
産
品
お
よ
び
関
連
加
工
品

の
輸
出
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

特
に
農
水
産
品
分
野
で
の
新
た
な
市
場
の
開
拓
と

市
場
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

交
渉
に
お
い
て
、「
隣
室
」（C

uartos adjuntos

）

と
呼
ば
れ
る
業
界
団
体
が
随
行
す
る
の
は
、
政
府

の
「
第
二
段
階
の
輸
出
戦
略
」
と
業
界
の
意
向
が

一
致
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
特
に
、
市
場
ア
ク

セ
ス
に
関
心
の
高
い
、
農
業
団
体
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
や
林

産
業
関
連
の
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
、
製
造
業
全
体
の
製
造

業
振
興
協
会
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ａ
）、
ワ
イ
ン
輸
出

協
会
、
食
肉
協
会
は
交
渉
に
積
極
的
に
関
与
し
て

い
る
。

交
渉
戦
術
で
は
、
わ
ず
か
に
残
る
保
護
分
野
が

交
渉
取
引
と
し
て
重
要
に
な
る
。
す
で
に
関
税
が

一
律
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
関
税
率
も
六
％
と
低
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
国
内
に
お
け
る
自
由
化
反
対
勢

力
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

外
国
か
ら
の
市
場
ア
ク
セ
ス
を
獲
得
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
小
生
産
者
保

護
が
む
し
ろ
強
調
さ
れ
て
い
る
。
価
格
バ
ン
ド
制

を
敷
い
て
い
る
小
麦
、
小
麦
粉
、
食
用
油
、
砂
糖

の
四
品
目
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
農
家
保
護
を
根

拠
と
し
た
強
力
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
日
本
と
の
交
渉
で
は
、
ペ
ル
ー
と
の
国

境
近
く
に
あ
る
北
端
の
地
方
都
市
に
お
け
る
自
動

車
産
業
保
護
制
度
を
も
と
に
、
一
社
し
か
な
い
に

制
度
を
も
と
に
、
一
社
し
か
な
い
に

、
一
社
し
か
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
な
交
渉
材
料
と
な
っ
て
い

重
要
な
交
渉
材
料
と
な
っ
て
い

交
渉
材
料
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
わ
ず
か
な
保
護
品
目
で
譲
歩
を
示

す
こ
と
で
、
相
手
国
か
ら
の
市
場
ア
ク
セ
ス
を
引

き
出
す
と
い
う
交
渉
戦
術
が
と
ら
れ
て
い
る
。

●
日
智
交
渉
に
お
け
る
業
界
団
体
の
関

与日
智
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

二
国
間
経
済
交
渉
と
同
様
、
業
界
団
体
と
政
府
の

緊
密
な
関
係
が
み
ら
れ
た
。「
共
同
報
告
書
」
の

作
成
に
は
、
頂
上
団
体
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
や
、
漁
業
、
林

業
、
工
業
と
い
っ
た
部
門
別
業
界
団
体
、
さ
ら
に

サ
ケ
、
鶏
、
ワ
イ
ン
と
い
っ
た
特
定
産
品
の
業
界

団
体
の
代
表
が
参
加
し
実
質
的
に
業
界
内
の
意
見

の
代
表
が
参
加
し
実
質
的
に
業
界
内
の
意
見

実
質
的
に
業
界
内
の
意
見

に
業
界
内
の
意
見

業
界
内
の
意
見

を
調
整
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
政
府
交
渉
団
に
随

行
す
る
「
隣
室
」
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
や
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

Ｆ
Ａ
、
各
業
界
団
体
の
代
表
が
関
わ
っ
て
い
る
。

日
智
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
は
、
当
初
チ
リ
側
は
、
主

要
輸
出
農
産
物
で
あ
る
果
実
や
野
菜
、
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
、
日
本
は
輸
入
国
で
あ
り
季
節
も
逆
で
あ

る
た
め
大
き
な
問
題
で
は
な
く
、
ま
た
コ
メ
に
つ

い
て
は
除
外
品
目
と
す
る
た
め
、
比
較
的
容
易
に

交
渉
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
第
三
回
交
渉
で
、
市
場
ア
ク
セ
ス
に
関

し
て
多
く
の
農
産
品
と
そ
の
加
工
品
が
関
税
引
き

下
げ
除
外
品
目
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

チ
リ
国
内
で
の
農
業
関
係
の
企
業
や
業
界
団
体
の

反
発
は
強
ま
っ
た
。
彼
ら
は
地
元
の
政
治
家
、
お

彼
ら
は
地
元
の
政
治
家
、
お

地
元
の
政
治
家
、
お

よ
び
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
Ｅ
Ｐ
Ａ
反
対
運
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。

経
済
問
題
に
関
す
る
政
府
と
民
間
の
主
要
な
対

話
は
、
業
界
団
体
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
業
界
団
体
が
高
い
政
策
提
言
能
力
を
有
し
て

チリ 外国

行政 公式交渉 行政国会審議
大統領 元首審議・修正
関係省庁 関係省庁

立法 立法
委員会

政党 政党

民間部門 民間部門
業界団体 業界団体

労働組合 労働組合

市民団体 市民団体

「隣室」

図 1　チリにおける FTA交渉のアクター

（出所）筆者作成。
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お
り
、
政
府
が
こ
れ
に
対
応
す
る
姿
勢
を
示
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
業
界
団
体
は
政
策
提
言
能
力

を
高
め
る
た
め
に
多
く
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

最
大
の
業
界
団
体
で
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ａ
は
、
通

商
部
を
創
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
元
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
職
員
を
雇
用
し
十
数
名
の
専
門
家
を
抱
え
る

大
規
模
な
組
織
を
作
っ
た
。
ま
た
全
国
農
業
協
会

（
Ｓ
Ｎ
Ａ
）
も
同
様
に
通
商
専
門
部
署
を
設
置
し

て
い
る
。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
商
工
会
議
所
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）

は
サ
ー
ビ
ス
貿
易
企
業
委
員
会
を
設
置
し
、
サ
ー

ビ
ス
貿
易
を
行
う
企
業
の
業
界
団
体
と
な
っ
て
い

る
（
参
考
文
献
②
）。

業
界
団
体
の
頂
上
団
体
と
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｃ
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
な
か

っ
た
。
チ
リ
の
業
界
団
体
は
主
と
し
て
セ
ク
タ
ー

別
に
活
動
し
て
お
り
、
通
商
政
策
の
よ
う
に
各
セ

ク
タ
ー
で
利
害
の
違
い
が
大
き
い
場
合
に
は
、
頂

上
団
体
は
所
属
す
る
各
業
界
団
体
の
調
整
役
の
域

を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点

が
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
な
頂
上
団
体
が
強
く
、
そ

の
傘
下
の
部
門
別
業
界
団
体
の
意
見
を
集
約
す
る

国
と
は
、
政
策
過
程
へ
の
関
与
の
仕
方
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
○
年
代
初
め
は
、
政
府
と
民
間
団
体
と

の
交
流
は
非
公
式
的
で
あ
り
、
海
外
で
の
通
商
交

渉
に
民
間
企
業
は
任
意
で
随
行
し
た
。
一
九
九
五

年
に
民
間
部
門
参
加
委
員
会
（C

om
ité de Partici-

pación del Sector Privado

）
と
い
う
諮
問
機
関
が

設
置
さ
れ
、
業
界
団
体
、
労
働
組
合
代
表
、
学
者

が
参
加
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
経
済
省
大
臣
が

議
長
と
な
り
、
政
府
か
ら
各
省
庁
と
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
が
進
行
中
の
通
商
交
渉
に
関
し
て
民
間
に
情

報
を
伝
え
、
政
府
と
民
間
が
意
見
交
換
す
る
主
要

な
場
と
な
っ
た
。
対
外
通
商
交
渉
に
お
け
る
政
府

と
民
間
の
強
い
関
係
は
、
政
府
の
交
渉
団
に
民
間

企
業
が
随
行
し
、
交
渉
の
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
モ
ニ

タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。
彼
ら
は
交

渉
団
の
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
部
屋
の
直
ぐ
近
く
に
別

室
を
と
る
ほ
ど
の
緊
密
さ
の
た
め
「
隣
室
」
と
呼

ば
れ
る
。
た
だ
し
、
政
府
交
渉
団
が
協
議
内
容
の

開
示
を
拒
ん
だ
り
、
情
報
開
示
に
多
く
の
制
約
が

あ
る
場
合
に
は
、
強
い
軋
轢
が
生
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

●
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
チ
リ
の
二
国
間
通
商
政
策
に
つ
い

て
、
日
智
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
例
に
、
政
策
の
形
成
と
こ
れ

に
関
わ
る
業
界
団
体
の
役
割
に
焦
点
を
絞
っ
て
分

析
し
た
。
チ
リ
の
通
商
政
策
に
お
け
る
最
も
大
き

な
特
徴
は
、
い
く
つ
か
の
業
界
団
体
が
交
渉
過
程

に
深
く
関
与
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
事
前

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
研
究
会
へ
の
参
加
や
、
公
式
交
渉
へ
の

随
行
に
よ
る
政
府
と
の
情
報
交
換
、
国
会
の
委
員

会
を
通
じ
た
政
治
家
へ
の
影
響
力
の
行
使
、
ま
た

は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
使
っ
た
意
見
表
明
な
ど
、
様

々
な
形
で
政
策
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

対
日
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
は
、
特
に
農
業
部
門
の
開
放

が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
協
定
の
大
筋
合
意
前

後
に
か
け
て
農
業
団
体
の
強
い
政
治
的
圧
力
が
行

使
さ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
な
ど
と
異
な
り
、
頂

上
団
体
が
業
界
団
体
全
体
の
意
見
調
整
に
積
極
的

で
な
い
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
業
界
ご
と
の

活
動
を
活
発
に
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
通
商
相
手
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
が

締
結
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
先
進
国
や

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
中
で
工
業
化
の
進
ん
だ
国
な

ど
、
チ
リ
と
輸
出
品
目
の
異
な
る
国
と
の
間
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
拡
大
し
よ

う
と
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
南
半
球
の

国
や
ア
ジ
ア
の
途
上
国
は
、
農
産
品
に
も
比
較
優

位
を
有
し
た
国
々
で
あ
る
。
自
由
化
の
進
ん
だ
チ

リ
は
こ
れ
ま
で
比
較
的
攻
め
の
姿
勢
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
に
臨
ん
で
き
た
が
、
今
後
は
異
な
る
交
渉
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

（ 

き
た
の　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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